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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

(単位：人)

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

0～14歳 7,338 7,625 7,823 7,833 7,789 7,858 7,802 7,740 7,591 7,459

15～64歳 28,174 28,646 29,012 28,981 28,442 28,318 28,103 27,894 27,804 27,636

65歳以上 7,898 8,020 8,312 8,686 9,323 9,557 9,963 10,309 10,580 10,884

総人口 43,410 44,291 45,147 45,500 45,554 45,733 45,868 45,943 45,975 45,979

        平成22～26年　住民基本台帳（各年4月1日現在）

        平成27～31年　コーホート変化率による推計値（国ワークシートに基づき算出）

18.2 18.1 18.4 19.1 20.5 20.9 21.7 22.4 23.0 23.7 

64.9 64.7 64.3 63.7 62.4 61.9 61.3 60.7 60.5 60.1 

16.9 17.2 17.3 17.2 17.1 17.2 17.0 16.8 16.5 16.2 

43,410 44,291 
45,147 45,500 45,554 45,733 45,868 45,943 45,975 45,979 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

（人）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

総人口

推計値実績値

資料：

１ 志免町の子どもや子育て家庭の状況 

（１）志免町の人口の推移 

志免町の総人口は、平成 22 年では 43,410 人でしたが、平成 26 年では 45,554 人と５

年間で 2,144人増加しています。しかし今後の推計では、５年後の平成 31年には 45,979

人とほぼ横ばいの状態になると見込まれています。 

人口の年齢構成比をみると、０～14歳が平成 22年では 16.9％、平成 26年では 17.1％

と大きな変化はみられません。一方、65 歳以上は、平成 22年では 18.2％でしたが、平

成 26 年では 20.5％と高齢化が進行しています。平成 27 年以降の推計値をみると、平

成 31 年には０～14 歳人口は 16.2％と減少傾向となり、65 歳以上は 23.7％と高齢化は

さらに進むと推計されます。 

 

 

■人口の推移 
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平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

9.7 12.5

69.8
68.6

20.5 19.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

志免町 福岡県

0～14歳

15～64歳

65歳以上

11.6 14.8

70.6
68.7

17.7 16.5

志免町 福岡県

14.2 17.4

69.9
67.8

15.9 14.8

志免町 福岡県

16.4 19.9

67.5
66.2

16.0 14.0

志免町 福岡県

18.5 22.3

64.4
64.1

17.1 13.6

志免町 福岡県

国勢調査から年齢３区分別の人口構成比をみると、平成２年の志免町の０～14 歳は

20.5％となっているのに対し、福岡県では 19.0％、平成 22 年では志免町が 17.1％とな

っているのに対して、福岡県では 13.6％と、少子化の進行が進んでいる福岡県のなか

で、志免町では平成 12年以降は横ばいになっています。一方、65歳以上の高齢者人口

も平成２年から福岡県の割合に対して志免町は３ポイント程度少ないという状況で推

移してきました。平成 22 年でも、志免町の 18.5％に対して福岡県は 22.3％と、依然と

して高齢者の割合は少なく、志免町は県内では比較的「若い町」であると言えます。 

 

■人口構成比の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「国勢調査」 

注）年齢不詳を除く 
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資料： 平成22～26年　住民基本台帳（各年4月1日現在）

平成27～31年　コーホート変化率による推計値（国ワークシートに基づき算出）

3,192

3,420
3,518

3,456

3,319
3,241

3,172

2,976

2,839

2,754

2,810 2,857

2,961
3,033

3,115

3,166 3,163

3,228 3,241
3,172

2,518
2,586

2,641 2,683 2,700
2,751 2,750

2,822

2,896 2,933

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

（人）

0～5歳

6～11歳

12～17歳

推計値実績値

17歳以下の子どもの数の推移をみると、推計値によると０～５歳は平成24年の3,518

人をピークに、平成 26 年には 3,319 人に減少しています。今後もこの傾向は続き、平

成 31 年には 2,754 人まで減少すると予測されています。一方、６～11 歳の子どもの数

は今後 3,100 人前後で横ばいの状態、12～17 歳の子どもの数は平成 31 年には 2,933 人

まで増加すると予測されています。 

 

■子どもの数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家族形態の変化 

一般世帯の構成比の推移から志免町における家族形態の変化をみると、「夫婦と子ど

もからなる世帯」の割合は平成２年では 45.1％でしたが、平成 22年には 34.6％まで減

少し、３世代家族を中心とする「その他の親族世帯」も、平成２年の 14.8％から平成 22

年の 8.5％へと減少しています。しかし、「母子または父子家庭」は平成２年の 8.8％か

ら平成 22年では 10.9％と１割を超えています。「夫婦のみ世帯」「単独世帯」が増加し

ており、子どものいる世帯の割合は減少していますが、福岡県と比べると、「夫婦と子

どもからなる世帯」の割合は比較的高いといえます。 
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平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

17.5 
24.3 

13.5 

16.0 

45.1 
36.6 

8.8 8.0 

14.8 14.9 

0.3 0.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

志免町 福岡県

非親族世帯

その他の親族世帯

母子または父子家庭

夫婦と子どもからなる世帯

夫婦のみ世帯

単独世帯
19.2 

27.6 

16.4 

17.2 

41.0 

33.5 

9.4 8.2 

13.6 13.1 

0.4 0.3 

志免町 福岡県

20.0 
30.2 

18.7 

18.2 

37.7 

30.9 

10.4 8.8 

12.4 11.5 

0.7 0.4 

志免町 福岡県

23.0 
31.7 

18.9 

18.6 

35.4 

29.1 

10.8 9.5 

11.0 10.4 

0.9 0.6 

志免町 福岡県

25.2 
35.0 

19.5 

18.8 

34.6 

27.0 

10.9 9.6 

8.5 8.7 

1.3 0.9 

志免町 福岡県

資料：平成20～平成25年の全国と福岡県の合計特殊出生率は、厚生労働省「人口動態統計」　　　　

       志免町の出生数と合計特殊出生率は、子育て支援課

535 
554 

618 

571 

534 
551 

1.56 

1.71 

1.91 

1.71 
1.61 

1.77 

1.37 
1.39 

1.44 1.42 1.43 
1.45 

1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 
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400
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700

800

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（合計特殊出生率）（出生数：人）

志免町出生数(人) 志免町合計特殊出生率

福岡県合計特殊出生率 全国合計特殊出生率

■世帯の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「国勢調査」 

 

（３）出生数と合計特殊出生率 

志免町の合計特殊出生率は、平成 22年の 1.91 をピークに、平成 24年では 1.61 まで

低くなりましたが、平成 25 年には 1.77 と微増しており、全国、福岡県を上回っていま

す。 

 

■出生数と合計特殊出生率 
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15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上

※「労働力率」は15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合

資料：「国勢調査」

21.6

71.0

67.2

59.6

64.9

72.3

76.7

70.6

60.1

45.5

11.8

14.9

65.9

72.5

65.5

64.8

69.2 72.1
69.3

60.1

44.1

11.9

0

20

40

60

80

100
（％）

志免町

福岡県

（４）女性の就業状況 

女性の年齢別労働力率をみると、20～24 歳では 71.0％が就業していますが、30～34

歳になると 59.6％と減少し、30 歳代後半になると 64.9％と上昇し 45～49 歳になると

76.7％となっています。志免町の女性の年齢別就業状況は結婚や出産でいったん退職し、

子育てが一段落したらまた就労するというＭ字型の就業傾向が福岡県よりも顕著とな

っています。 

 

■女性の年齢別労働力率 
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２ 志免町の子どもと子育てにかかわる取り組み 

（１）子どもにかかわる主な施策の状況 

現在、町内にある３か所の町立保育園と認可された私立保育園５か所で、延長保育、

障害児保育を、また、一時預かりを志免南保育園と別府つくし保育園で実施しています。

町立保育園を民営化し、私立の 120 人定員の認可保育園『志免あおぞら保育園』を 25

年４月に開園し、平成 26 年４月に定員 90 人の私立認可保育園『志免さくら保育園』を

開園しました。保育園を民営化する時に、定員増を行い待機児童の解消を行いました。 

延長保育、障害児保育、一時預かりなど保育サービスの充実を行っています。また、

平成 14 年度から宇美町、須恵町、志免町３町の広域で病児・病後児保育も実施してい

ます。子育て支援事業として、一般の乳幼児とその保護者を対象とした保育園の開放や、

子育て広場を行っています。また、平成 26 年度は町内には届出保育園が４か所、私立

幼稚園が４か所あり、それぞれ町と連携した取り組みを進めてきました。 

発達支援については、就学前児童を対象に療育を行う『Powerfulkids（パワフルキッ

ズ）』と小学校２年生までを対象とした療育を行う放課後等デイサービス『ＰＫ２』を

実施し、平成 24 年度から 18 歳までを対象とした子ども発達相談『すりーる』を設置し

て推進しています。 

町立小学校１年～３年生の児童を対象とした学童保育所は、志免町学童保育連合会に

運営を委託して、月曜から金曜日の平日は 19 時、土曜日、学校休業日は８時から 18 時

まで実施しています。 

母子保健事業として、妊婦健診に対する補助を行うとともに、母子手帳の交付時から

保健師が、一人ひとりの妊婦の身体状況・家庭環境等を把握しながら出産に向けての相

談を行っています。また、マタニティ教室では食生活・心の安定のサポートをこころが

けています。 

出産後４か月までの乳児のいる家庭に保健師・助産師が訪問し発達状況や子育ての助

言を行っています。さらに、４か月児健診・10 か月児相談・１歳６か月児健診・３歳児

健診と子どもの年齢に応じた相談・子育てに関する悩みの相談等、医師・歯科医師・心

理相談員・歯科衛生士・栄養士と連携し実施しています。また、気軽に悩みを話せる電

話相談事業や０歳児親子教室等の教室事業も併せて実施しています。 

総合福祉施設「シーメイト」では、「子育てサポートセンターしめ｣による子育ての相

互援助活動(有償)を行うとともに「子育てほっとライン」での電話及び面接相談を行い、

また、「にじいろポケット」での親子の交流活動等、町の子育て支援機能を集約し充実

を図っています。また、ノーバディーズ・パーフェクトプログラムを開催し子育ての不

安解消を図っています。 

学校教育については、「志免町教育行政の目標と主要施策」を定め、各学校が家庭や

地域と密接な連携・協力ができる信頼関係を築き、児童生徒がいきいきと学べる学校づ

くりを進めています。また、教育相談室とともに平成 19 年度から中学校では週 1 回、

相談員（ヤングサポーター）を派遣、平成 16 年度から不登校対応の学級補助員を配置
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しています。さらに、平成 26 年度からは、教育相談室の充実を図るためスクールソー

シャルワーカーを配置しました。 

社会教育については、青少年を取り巻く環境が大きく変化する中、家庭や地域の教育

力の向上を図り、幼年期から基本的な生活習慣や望ましい人間関係を築く力を培うため

に、家庭はもとより地域ぐるみで子どもの自主性・自律性・社会性を育てながら青少年

の健全育成に努めています。 

 

（２）「志免町子どもの権利条例」による取り組み 

平成 19 年４月、志免町では九州の自治体では初となる「子どもの権利条例」が施行

されました。この条例に基づき、11 月 20 日を「しめまち子どもの権利の日」と定めま

した。これにちなみ、子どもが参加し、自己表現や意見表明をすることや子どもの権利

についての周知を目的とした「子どもの権利フェスタ」を毎年実施しています。 

子どもの権利の救済や回復のために助言や支援、また、必要に応じて調査、調整、勧

告、是正要請を行う公的第三者機関である「志免町子どもの権利救済委員」「子どもの

権利相談室（スキッズ）」を設置しています。 

中学生から 18 歳までの子どもの居場所として「リリーフ[Relief．]」を設置し、Ｎ

ＰＯ法人に運営を委託しています。 

また、この条例に基づく施策の状況を検証し、子どもの権利を保障するための機関と

して「志免町子どもの権利委員会」を設置し、第三者的な立場から調査・審議した結果

を町に報告・提言しています。 

町は、この提言を尊重し必要な措置を講じることとしています。 

 

■■ 志免町子どもの権利条例の骨格 ■■ 

前文  

第 1 章 総則(第 1条～第 5条） 

  目的 定義 責務 子どもの権利の普及 子どもの権利の日  

第 2 章 人間として大切な子どもの権利(第 6 条～第 10 条） 

  子どもの大切な権利 安心して生きる権利 自分らしく生きる権利 

  意見表明や参加する権利 支援を受ける権利  

第 3 章 家庭、子ども施設、地域における権利の保障（第 11 条～第 13 条） 

  家庭における権利の保障 子ども施設における権利の保障 地域における権利の保障 

第 4 章 子どもにやさしい町づくりの推進（第 14 条～第 16 条） 

  意見表明や参加の促進 子どもの居場所 施策の推進  

第 5 章 子どもの権利救済（第 17 条～第 23 条） 

  権利侵害に関する相談及び救済 子どもの権利救済委員 救済委員の職務 

勧告などの尊重 救済や回復のための連携 救済委員に対する支援や協力 報告 

第 6 章 検証（第 24 条～第 26 条） 

  子どもの権利委員会 権利委員会の職務 提言と尊重  

第 7 章 雑則（第 27 条） 

   委任 

３ 子ども・子育てに関するニーズ調査結果 
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フルタイムで

就労している

フルタイムで

就労しているが、

産休・育休・介護

休業中である

フルタイム以外で

就労している

フルタイム以外で

就労しているが、

産休・育休・介護

休業中である

無回答以前は就労

していたが、

現在は就労

していない

これまで

就労した

ことがない

22.3

26.1

5.0

0.2

24.9

46.2

1.7

0.4

40.3

21.0

5.1

4.8

0.6

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童の保護者

（N=1,379）

小学生の保護者

（N=998） 【26.3】

【27.3】

『フルタイム

就労』

【46.6】

【26.6】

『フルタイム

以外で就労』

【25.8】

【45.4】

『就労して

いない』

（１）「志免町子ども・子育て支援に関するニーズ調査」からみえる現状と課題 

平成 26 年１月に就学前児童の保護者及び小学生の保護者を対象に実施した「子ども・

子育て支援に関するニーズ調査」から、志免町の子育てを取り巻く現状と課題は次のよ

うになっています。 

 

①母親のみに集中的に求められている育児と仕事の両立 

子育ての担い手は、就学前児童の保護者では「主に母親」が担っている家庭が50.8％、

「父母ともに」担っている家庭が 47.7％となっています。小学生の保護者では、「父母

ともに」担っている家庭が 54.1％、「主に母親」が担っている家庭が 42.9％となってお

り、子どもの成長に伴い、父親の育児担当部分が徐々に増えていることがうかがえます。 
 

■子育てを主にしている人 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況をみると、就学前児童の保護者については、『フルタイム就労』が

27.3％、『フルタイム以外で就労』が 26.6％、『就労していない』人が 45.4％となって

います。小学生の保護者については、『フルタイム就労』が 26.3％、『フルタイム以外で

就労』が 46.6％、『就労していない』人が 25.8％となっています。母親が子どもの年齢

に合わせて、就労を中断したり、時間制約の少ないパート就労をする様子がうかがえ、

母親のみに育児と仕事の両立が求められる状況が依然として続いています。 

 

■母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②父親の育児参加は８割程度 

父親の育児参加は、『やっている』が就学前児童の保護者でも小学生の保護者でも約

８割となっています。 

47.7

54.1

50.8

42.9

0.6

1.0

0.7

1.7

0.1

0.2

0.1

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童の保護者

（N=1,383）

小学生の保護者

（N=1,011）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に

祖父母

無回答その他
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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

33.0

33.4

46.8

44.9

10.4

11.1

6.7

7.8

3.1

2.8

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童の保護者

（N=1,308）

小学生の保護者

（N=893）

十分に

やっている

十分とはいえ

ないが、まあ

やっている

少し不足

している

かなり不足

している

無回答

【78.3 】

【79.8】

『やって

いる』

【18.9】

【17.1】

『やって

いない』

外に遊びに連れていく

母親の用事や外出のときの子守り

日常のしつけ

子育てのすべてにかかわる

母親の相談相手

子どもの入浴

身の回りの世話（オムツ交換等）

地域の子ども会活動などへの参加

勉強をみてやること

保育所・幼稚園・習い事などの送り迎え

絵本の読み聞かせ

保護者会などへの出席

食事の用意

その他

※〈　〉内は小学生の保護者の項目

53.6 

40.8 

38.8 

37.9 

36.5 

26.3 

12.2 

6.1 

6.0 

5.2 

4.8 

2.2 

1.3 

0.8 

58.2 

47.6 

40.8 

33.7 

30.9 

3.1 

13.7 

22.6 

7.4 

3.8 

2.5 

2.6 

0 30 60 (%)

【回答は3つまで】

※小学生の保護者では項目なし

※小学生の保護者では項目なし

小学生の保護者（N=893）

就学前児童の保護者（N=1,308）

 

■父親の育児参加の程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親に対して求められる育児参加としては、就学前児童も小学生も「外に遊びに連れ

ていく」「母親の用事や外出のときの子守り」など、父親には補足的な役割が求められ

ています。その背景には、フルタイムで就労している父親が圧倒的に多い現状がありま

す。 
 

■父親がかかわる子育ての内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③就学前児童における教育・保育事業の利用実態 

就学前児童の保護者で、幼稚園や保育園などの定期的な教育・保育事業を「利用して

いる」は 64.4％で、利用している施設は、「認可保育園」が 53.0％、「幼稚園」が 31.3％、
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「認可外の保育園」が 8.5％となっています。 

 

■定期的な教育・保育事業の利用状況（就学前児童の保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④小学校における学童保育の利用実態と、今後の利用ニーズ 

小学生の保護者における学童保育の利用は平日では２割程度、土曜日は１割未満にと

どまり、今後の利用意向を持っている人は合計で２割程度と、必要としている人はあま

り多くはありません。しかし、家族構成でみると、『ひとり親』『ひとり親三世代』の場

合には、平日の学童保育の利用状況が高く、ひとり親で子育てをしている保護者にとっ

て、学童保育が重要な支援サービスとなっています。 

 

■家族構成別にみた学童保育の利用状況（小学生の保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤室内で過ごす子どもが増加する傾向 

小学生の休日の過ごし方を前回調査と比較すると、男女ともに「自宅で勉強をする」

割合が増加し、「近くの公園や川、野原、空地などで友だちと遊ぶ」が減少しています。 

 

（％）

週
４
日
以

上
利
用
し

て
い
る

週
１
～

３

日
利
用
し

て
い
る

利
用
し
て

い
な
い

無
回
答

ほ
ぼ
毎
週

利
用
し
て

い
る

月
１
～

２

日
利
用
し

て
い
る

利
用
し
て

い
な
い

無
回
答

532      100      14       396      22       20       22       426      64       
100.0   18.8     2.6      74.4     4.1      3.8      4.1      80.1     12.0     

三世代 47       4.3      2.1      85.1     8.5      -         -         85.1     14.9     

核家族 398      19.8     3.0      73.6     3.5      3.8      4.3      81.2     10.8     

ひとり親 36       22.2     2.8      69.4     5.6      11.1     5.6      66.7     16.7     

ひとり親三世代 20       25.0     -         75.0     -         5.0      5.0      75.0     15.0     

その他 31       19.4     -         74.2     6.5      -         6.5      77.4     16.1     

家
族
構
成
別

標
本
数

平日

全  体

土曜日

利用している 利用していない 無回答

64.4

11.5

48.8

92.6

35.6

88.5

51.2

7.2

0.1

-

-

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童の保護者

（N=1,383）

０歳

（N=226）

１～２歳

（N=471）

３～５歳

（N=678）

子
ど
も
の

年
齢
別
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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

テレビゲームなどゲームをする

テレビ、ビデオや音楽を
聴いて楽しむ

塾やおけいこごと(ピアノ、
サッカー、剣道など)に行く

自宅で勉強をする

近くの公園や川、野原、
空地などで友だちと遊ぶ

マンガ・コミック、雑誌などを読む

ゲームセンター、
カラオケボックスに行く

携帯電話やパソコンで
友だちとやりとりをする

本（マンガ・コミックを除く）を読む

ピアノ、ギターなど楽器を
演奏する

ひとりでゆっくり休む

なんとなくすごす

その他

50.8 

41.3 

28.8 

27.5 

20.5 

20.4 

10.9 

10.7 

10.4 

5.9 

18.4 

25.3 

6.2 

65.7 

36.4 

35.0 

26.3 

25.4 

20.7 

13.3 

3.7 

7.9 

1.6 

17.0 

21.4 

4.7 

36.6 

46.1 

22.8 

28.7 

16.0 

20.2 

8.8 

17.3 

12.7 

9.9 

19.7 

28.9 

7.7 

0 35 70 (%)

≪今回調査≫≪前回調査≫

48.6 

46.1 

26.7 

19.1 

29.7 

23.0 

9.4 

8.7 

10.7 

5.6 

16.9 

21.7 

9.9 

63.0 

41.1 

29.6 

17.9 

37.2 

21.7 

7.9 

3.5 

9.1 

0.6 

16.1 

19.4 

8.5 

34.7 

51.4 

24.1 

20.5 

21.9 

24.4 

10.8 

13.9 

12.5 

10.5 

17.3 

23.6 

11.4 

03570(%)

【回答は３つまで】

全 体（N=700）

男 性（N=341）

女 性（N=352）

【回答は３つまで】

全 体（N=886）

男 性（N=429）

女 性（N=456）

■休日の過ごし方（小学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由な時間を過ごすのにあればいいと思う場所については、中学生、高校生世代では

「体を思いきり動かすことができる場所」や「ひとりでぼんやりと過ごせる場所」が高

くなっています。 

小学生が休日に室内で遊ぶ傾向が増していること、中学生、高校生世代では、全般に

自分一人で独自の時間を過ごす子どもがある程度いることがうかがえます。 
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体を思いきり動かすことが
できる場所

ひとりでぼんやりと
過ごせる場所

音楽やダンスなど家では
できない趣味ができる

ような場所

いろいろな趣味の人と
出会える場所

自分たちが企画したイベント
などができる場所

大人や上級生がいろいろな
ことを教えてくれるような場所

その他

72.4 

46.2 

34.3 

27.1 

16.8 

5.5 

5.2 

76.3 

45.1 

33.3 

26.8 

18.6 

5.5 

5.2 

52.5 

52.1 

39.3 

28.8 

7.3 

5.9 

5.0 

0 45 90 (%)

≪今回調査≫≪前回調査≫

60.5 

49.6 

31.0 

26.4 

15.1 

3.2 

5.5 

61.3 

50.8 

31.0 

25.7 

15.5 

3.4 

5.9 

57.1 

45.6 

31.3 

29.3 

12.9 

2.7 

4.1 

04590(%)

【回答は３つまで】

全 体（N=709）

中学生（N=561）

高校生世代（N=147）

【回答は３つまで】

全 体（N=1,335）

中学生（N=1,116）

高校生世代（N=219）

■あったらいい場所（中学生、高校生世代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥子育てへの不安感や負担感は、６割前後 

就学前児童、小学生の保護者のいずれも子育てをするうえで不安や負担を『感じる』

人が６割程度となっています。また、どちらも前回調査に比べてやや高くなっています。 
 

■子育ての不安感や負担感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.2

13.1

51.0

48.7

20.2

21.2

8.4

8.9

7.2

6.7

0.9

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

今回調査

（N=1,383）

前回調査

（N=1,238）

不安や負担を

感じる

多少は不安や

負担を感じる

あまり不安や

負担は感じない

不安や負担は

感じない

無回答なんとも

いえない

12.7

8.7

45.8

45.6

21.9

23.7

11.3

15.3

6.9

4.7

1.5

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

今回調査

（N=1,011）

前回調査

（N=1,622）

就
学
前
児
童
の

保
護
者

小
学
生
の

保
護
者

【61.8 】

【63.2】

『感じる』

【30.1】

【28.6】

『感じない』

【54.3】

【58.5】

【39.0】

【33.2】
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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

子育ての不安感や負担感は、就学前児童の保護者の場合は『ひとり親』や『ひとり親

三世代』で他の家族構成に比べて高く、小学生の保護者の場合は『ひとり親』で子育て

を行っている場合に高くなっています。 

 

■家族構成別にみた子育ての不安感や負担感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安や悩みの具体的な内容として就学前児童の保護者では「子どもを叱りすぎている

ような気がすること」「子どもの病気や発育・発達に関すること」「子どもの食事や栄養

に関すること」が高く、育児をしていく中での子どもとの関わり方や子どもの発育につ

いての不安や悩みがあげられています。 

小学生の保護者では「友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること」「子ども

の進学・受験について」「子どもを叱りすぎているような気がすること」など、子ども

自身が形成していく社会関係について不安や悩みがありました。また、母親がフルタイ

ム就労の場合は、子どもとの時間を十分に取れないことが就学前児童、小学生の保護者

ともに約４割と高くなっています。 

子育てに関する悩みや不安の相談相手は、配偶者や親などの親族、友人・知人など身

近な人の割合が高く、公的な相談窓口の利用は少ない状況です。しかし、保育園・幼稚

園や学校など子どもが通所する施設の先生を相談相手として多くの保護者があげてお

り、保護者の悩みを行政につなぐ身近な相談窓口としての役割は大きいといえます。 
 

（％）

不
安
や
負
担
を
感

じ
る

多
少
は
不
安
や
負

担
を
感
じ
る

あ
ま
り
不
安
や
負

担
は
感
じ
な
い

不
安
や
負
担
は
感

じ
な
い

な
ん
と
も
い
え
な

い 無
回
答

『
感
じ
る

』

『
感
じ
な
い

』

1,383   169     706     280     116     99       13       875   396   
100.0   12.2    51.0    20.2    8.4      7.2      0.9      63.2   28.6   

三世代 105     5.7      54.3    23.8    9.5      6.7      -        60.0   33.3   

核家族 1,167   11.2    51.8    20.1    8.7      7.2      1.0      63.0   28.8   

ひとり親 50       38.0    32.0    12.0    8.0      10.0    -        70.0   20.0   

ひとり親三世代 29       31.0    41.4    17.2    3.4      3.4      3.4      72.4   20.6   

その他 32       12.5    53.1    28.1    -        6.3      -        65.6   28.1   

1,011   128     463     221     114     70       15       591   335   
100.0   12.7    45.8    21.9    11.3    6.9      1.5      58.5   33.2   

三世代 90       10.0    44.4    27.8    7.8      7.8      2.2      54.4   35.6   

核家族 739     11.0    48.0    21.7    11.6    6.2      1.5      59.0   33.3   

ひとり親 83       25.3    44.6    14.5    10.8    4.8      -        69.9   25.3   

ひとり親三世代 48       16.7    35.4    27.1    10.4    10.4    -        52.1   37.5   

その他 51       17.6    27.5    21.6    13.7    15.7    3.9      45.1   35.3   

標
本
数

就学前児童の保護者

家
族
構
成
別

小学生の保護者

家
族
構
成
別
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■子育てについての悩み（上位 10 項目） 

 ≪就学前児童の保護者≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪小学生の保護者≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦学校生活に対する高い満足度、一方でこぼれ落ちる子どもへのケアの必要性 

学校生活の満足度について、小学生でも中学生、高校生世代でもともに、「仲の良い

友だちがいる」「信頼できる友だちがいる」といった、友人関係の部分に高い満足感を

持っている子どもが多くなっています。全体的には、小学生は７割台から９割台、中学

生、高校生世代は５割台から９割台の子どもが学校生活に満足を感じています。 

しかし、学校でいじめられた経験の有無をたずねたところ、小学生では１割程度、中

学生、高校生世代では１割未満が存在しています。 
 

  

 友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること

 子どもの進学・受験について

 子どもを叱りすぎているような気がすること

 子どもの思春期の教育について

 子どもとの時間を十分にとれないこと

 子どもの病気や発育・発達に関すること

 子どもの食事や栄養に関すること

 子どもとの接し方に自信が持てないこと

 子どもの世話で仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

 子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと

31.3 

27.1 

26.3 

21.0 

19.7 

16.7 

12.4 

8.0 

6.5 

5.3 

0 20 40 (%)

【回答は３つまで】

小学生の保護者（N=1,011）

子どもを叱りすぎているような気がすること

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

子どもとの時間を十分にとれないこと

子どもの世話で仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

30.9 

29.8 

24.9 

21.1 

19.9 

16.8 

12.6 

9.7 

7.6 

7.3 

0 20 40 (%)

【回答は３つまで】

就学前児童の保護者（N=1,383）
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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

63.8

50.6
56.4
56.3
58.4

よくある たまにある ない 無回答

21.9

12.5

45.7

51.3

32.4

35.7

-

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

小学生：男性

（N=429）

小学生：女性

（N=456）

8.1

7.9

12.2

12.9

30.3

35.6

23.8

28.1

25.3

14.4

0.3

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

中学生：男性

（N=581）

中学生：女性

（N=533）

毎日

そう感じる

１週間の

うち数回

そう感じる

時々

そう感じる

そう感じた

ことがあるが、

今はない

無回答そう感じた

ことは、

一度もない

14.1

7.3

10.9

13.8

32.6

38.2

17.4

23.6

22.8

16.3

2.2

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

高校生世代：男性

（N=92）

高校生世代：女性

（N=123）

小
学
生

中
学
生

高
校
生
世
代

『そう感じる』

【56.4】

【50.6】

【59.3】

【57.6】

『ある』

【63.8】

【67.6】

11.9

14.7

86.5

84.4

1.6

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

小学生：男性

（N=429）

小学生：女性

（N=456）

6.4

7.5

92.3

91.4

1.4

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

中学生：男性

（N=581）

中学生：女性

（N=533）

小
学
生

中
学
生

3.3

1.6

92.4

97.6

4.3

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

高校生世代：男性

（N=92）

高校生世代：女性

（N=123）

高
校
生
世
代

ある ない 無回答

■仲間外れやいじめられた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、学校に行きたくないと感じることがあるかという設問についても、小学生では

『ある』が男女ともに６割台、中学生、高校生世代では『そう感じる』が５割台となっ

ています。 
 

■学校へ行きたくないと感じることの有無 
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※〈　〉内は中学生、高校生世代の項目

ある ない

〈名前は知っているが、

利用したことはない〉

わからない

〈知らない〉
無回答

11.4

2.8

3.7

70.1

64.9

55.3

17.7

31.7

41.1

0.8

0.6

-

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

（N=886）

中学生

（N=1,116）

高校生世代

（N=219）

⑧「子どもの権利条例」についての保護者の認知度はまだ低い状況 

「子どもの権利条例」について、この条例を内容まで『知っている』は、就学前児童

の保護者は 8.4％、小学生の保護者は 17.6％と認知度は低い状況です。様々な機会をと

らえて啓発を行っていく必要があります。 
 

■子どもの権利条例の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの権利相談室（スキッズ）」の利用状況は、小学生で 11.4％、中学生、高校

生世代ではそれぞれ 2.8％、3.7％とわずかです。権利相談室が利用されること自体が

即座に良いことだとはいえませんが、必要とする子どもが利用できていない状況がある

とも考えられます。 

子どもの権利やそれを保障するための仕組みに関する啓発活動とともに、子どもの育

ち、子育てにおいても人権が尊重される志免町が求められています。 

 

■子どもの権利相談室（スキッズ）を利用したことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

2.6

5.4

15.0

53.4

55.8

37.2

25.8

0.9

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童の保護者

（N=1,383）

小学生の保護者

（N=1,011）

内容を

知っている

内容をある

程度知っている

名前は聞いた

ことがあるが、

内容は知らない

名前も

知らない
無回答

【17.6 】

【 8.4 】

『知っている』
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第２章 志免町の子どもと子育ての現状と課題 

⑨遊び場や子育て環境への要望 

遊び場についての要望をみると、「雨の日に遊べる場所がない」が就学前児童の保護

者で 48.4％、小学生の保護者で 55.5％と群を抜いて高く、次いで「近くに遊び場がな

い」となっています。また、就学前児童の保護者では「遊具などの種類が充実していな

い」、小学生の保護者では「思いきり遊ぶために十分な広さがない」が続いており、雨

天でも遊べることや子どもの足でも行けるような近くにあることなど、さらなる充実が

求められています。 

 

■近くの遊び場について感じること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志免町や国や県も含めた行政全体に対する要望は、就学前児童の保護者では、「保育

園や幼稚園など子育てにかかる費用負担を軽減してほしい」が約７割と圧倒的に高く、

次いで「保育園を増やしてほしい」「子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機

会がほしい」「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」となって

います。小学生の保護者は、「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほ

しい」が約４割で１位、次いで「保育園や幼稚園など子育てにかかる費用負担を軽減し

てほしい」が約３割となっています。 

費用負担の軽減や、医療・保育機関のさらなる充実が必要とされており、こうした要

望を実現していくことが、子育てのしやすい社会を作ることに直結するため、県や国な

どとも連携しながら、志免町ならではの支援策を展開していくことが求められています。 

雨の日に遊べる場所がない

近くに遊び場がない

遊具などの種類が充実していない

遊び場周辺の道路が危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

不衛生である

思いきり遊ぶために十分な広さがない

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの
遊び仲間がいない

遊具などの設備が古くて危険である

遊び場やその周辺の環境が悪くて、
安心して遊べない

緑などの自然が少ない

その他

特にない

48.4 

29.7 

29.1 

14.0 

13.3 

12.3 

12.2 

9.1 

7.9 

6.6 

6.1 

4.2 

10.9 

55.5 

30.1 

18.7 

19.8 

14.7 

3.8 

23.5 

5.5 

4.7 

13.6 

5.7 

5.0 

8.2 

0 30 60 (%)

【回答は３つまで】

就学前児童の保護者（N=1,383）

小学生の保護者（N=1,011）
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■行政への要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

平成 26 年１月に志免町に居住する就学前児童（0～5歳）または小学生（小学 1～6年）のいる 3,500

世帯及び小学５～６年生、中学１～３年生および 16～18 歳の子ども 2,800 人を対象に郵送法等で実

施。就学前児童の保護者では 1,383件（回収率 69.2％）、小学生の保護者では、1,011 件（回収率 67.4％）、

小学生では 886 件（回収率 91.3％）、中高生世代では 1,335 件（73.0％）の回収がありました。 

保育園や幼稚園など子育てにかかる費用負担を軽減して
ほしい

保育園を増やしてほしい

子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備して
ほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して
職場環境の改善を働きかけてほしい

誰でも気軽に利用でき、身近な地域で子どもを預かって
くれる場を作ってほしい

児童館をつくってほしい

子どもや親子が安心して集まり、遊びや情報交換ができる
場を作ってほしい

幼稚園を増やしてほしい

子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を作ってほしい

出産のときや産後に、自宅にきて家事援助等をしてくれる
サービスがほしい

子育て家庭への住宅面の配慮について企業等へ
働きかけてほしい

子育てについて学べる機会をつくってほしい

子育てを助け合えるようなコミュニティの育成や、
地域活動の活性化を支援してほしい

子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほしい

その他

特にない

71.7 

27.4 

26.8 

26.6 

16.7 

16.4 

16.2 

14.7 

10.2 

6.9 

6.8 

6.1 

4.8 

4.0 

3.2 

3.8 

1.3 

30.3 

5.4 

19.1 

41.0 

17.7 

19.5 

21.1 

14.0 

2.6 

9.7 

4.0 

7.3 

3.2 

7.5 

5.7 

7.2 

5.5 

0 40 80 (%)

【回答は３つまで】

就学前児童の保護者（N=1,383）

小学生の保護者（N=1,011）



 

 

４ 志免町の子どもと子育てにかかわる取り組みの成果と課題 

（１）次世代育成支援対策後期行動計画の成果と課題 

計画全体の成果指標であるアウトカム指標では、子育ての不安感・負担感の軽減は目

標に達していませんが、保育サービスの利用のしやすさや地域の子育て満足度等におい

ては目標値を達成しています。特定事業についても、目標値を達成するよう各施策の充

実を図り、毎年、進捗状況を把握して公表するなど、施策の計画的な推進に努めてきま

した。また、計画に掲げた全 118 事業のうち 110 事業は実施しており、『未実施』は８

事業となっています。 

 

①施策成果（アウトカム）指標 

指標名 
実 績 

（平成 21 年度） 
現 状 

（平成 25 年度） 
目 標 

（平成 26 年度） 

【保護者】子育てに関して『不安や負担を

感じない』割合 

就学前児童 30.1％ 

小学校児童 39.0％ 

就学前児童 28.6％ 

小学校児童 33.2％ 

就学前児童 50％ 

小学校児童 60％ 

【保護者】利用日数などが不足している、

あるいは利用していないが利用したいと思

う保育サービスが「特にない」と思う割合 

就学前児童 25.4％ 就学前児童 44.2％ 就学前児童 30％ 

【保護者】住んでいる地域の子育て環境

に『満足している』割合 

就学前児童 55.5％ 

小学校児童 58.2％ 

就学前児童 62.5％ 

小学校児童 64.2％ 

就学前児童 60％ 

小学校児童 60％ 

【子ども】まわりの大人や友だちから

『大事にされている』と思う割合 

小学生    91.8％ 

中高生世代 87.6％ 

小学生    81.6％ 

中高生世代 84.7％ 

小学生    95％ 

中高生世代 90％ 

資料：次世代育成支援に関するニーズ調査（平成 21 年 3 月） 
   注）指標名のなかの『』の項目は上記調査のうち、複数項目を合計した値 

②特定事業における目標事業量 

事業名 
実 績 

（平成 21 年度） 
現 状 

（平成 25 年度） 
目 標 

（平成 26 年度） 

１ 通常保育事業（認可保育園） 
３歳未満児 274 人/日 

３歳以上児 470 人/日 

３歳未満児 356 人/日 

３歳以上児 560 人/日 

３歳未満児 320 人/日 

３歳以上児 520 人/日 

２ 保育６サービス 

（認可保育＋家庭的保育＋預かり保育） 
2,141 人/年 2,844 人/年 2,191 人/年 

３ 特定保育事業 － 20 人/定員・１か所 15 人/定員・１か所 

４ 延長保育事業 

（18 時～20 時未満） 
1,620 人/月・６か所 1,461 人/月・７か所 1,720 人/月・８か所 

５ 病児・病後児保育事業 
１か所  

（病後児対応型） 

54 日/年・１か所 

（病児・病後児対応型） 
190 日/年・１か所 

６ 一時預かり事業 
５か所（保育所型・ 

地域密着型１か所） 

６か所（保育所型・ 

地域密着型２か所） 

６か所（保育所型・ 

地域密着型２か所） 

７ 放課後児童健全育成事業 

（小学 1 年～３年生対象） 
320 人・４か所 340 人・６か所 340 人・６か所 

８ 地域子育て支援拠点事業 

（ひろば型） 
１か所 １か所 １か所 

９ ファミリー・サポート・センター 

事業 
１か所 １か所 １か所 

 

  
注）通常保育事業、保育６サービス、延長保育事業、病児・病後児保育事業、放課後児童健全育成事業の目標値は、ニーズ調

査の結果から、国の示した「地域行動計画の手引き」に従って算出されたニーズ量を踏まえた「最大受入れ可能数（体制）」
を示しています。従って、利用料負担などを伴う申し込み状況に鑑みて、目標値を目安に置いた対応策を講じるものです。 
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③個別事業の成果指標 

 

 
 

事業 

番号 
成果指標 

実 績 
（平成 21 年度） 

現 状 
（平成 25 年度） 

目 標 
（平成 26 年度） 

2 子どもの権利条例の認知度 

就学前児童の保護者

54.9％ 

小学生の保護者

69.9％ 

就学前児童の保護者

61.8％ 

小学生の保護者

73.4％ 

就学前児童の保護者

70％ 

小学生の保護者 

80％ 

中学生 17％ 中学生 30.2％ 中学生 50％ 

13 思春期教育の実施数 中学校全学年 中学校全学年 中学校全学年 

16 教育相談室の相談員数 ２人 ２人 ２人 

54 子どもの権利相談室の認知度 

就学前児童の保護者

23.7％ 

小学生の保護者

58.0％ 

就学前児童の保護者

43.8％ 

小学生の保護者

74.0％ 

就学前児童の保護者

50％ 

小学生の保護者 

70％ 

中学生 7％ 中学生 39.7％ 中学生 50％ 

30 学習支援学級補助員の配置 継続 継続 継続 

34 乳幼児健康診査受診率 94.1％ 94.1％ 100％ 

38 
地域における食に関する 

学習会等の実施回数 
年 24 回 年 13 回 年 25 回 

45 妊婦教室等の開催回数 年７回 年９回 年８回 

49 子育てに関する情報提供 パンフレット作成・配布 パンフレット作成・配布 パンフレット作成・配布 

54 子どもの権利救済制度の認知度 中学生 20％ 中学生 56.7％ 中学生 50％ 

65 
父子が参加できる講座の 

参加者数 
年 12 組 年４組 年 25 組 

99 中高生の居場所設置数 １か所 １か所 １か所 


